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公私協働による福祉課題の解決に向けて公私協働による福祉課題の解決に向けて
－平成29年度社会福祉制度・施策に関する提言－－平成29年度社会福祉制度・施策に関する提言－

（２～４面）（２～４面）特 集

　今年初めて開催が実現した「第１回関東地区高校生介護技術コンテスト」。
そのコンテストに、県立津久井高等学校福祉科の生徒たちが出場した。
　介護福祉士の取得を目指して多くの実習先に出向き、専門職としての知識
や技術に磨きをかける彼ら。充実感ややりがい、ときに困難を経験しながら、
人としての豊かさも深め成長を続けている。
 【詳しくは12面へ】
 〈撮影・菊地信夫〉

▶今月の表紙　高校生が学ぶ福祉・介護



　本会では、平成23年度より福祉現場の課題解決に向けて「社会福祉制度・施策に関する提言」（以下、政
策提言）を発信しています。この提言は、福祉現場の課題を社会福祉法人・施設、民生委員児童委員、市町
村社協、関係機関・団体などの社会福祉関係者の声を分野や種別を越えて共有し、広く発信することで、公
私の福祉関係者の協働による課題解決、地域福祉の推進への取り組みをより一層進めていくことを目的に
取り組んでいます。
　今年度の提言集としてまとめた政策提言の概要と、提言のもとになっている福祉現場の声を紹介します。

特
集

政
策
提
言
活
動
で
公
私
の
関
係

者
に
期
待
す
る
も
の

　

社
会
福
祉
法
人
・
施
設
、
民
生
委
員
児

童
委
員
、
市
町
村
社
協
、
関
係
機
関
・
団

体
な
ど
の
社
会
福
祉
関
係
者
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
の
場
面
で
地
域
の
福
祉
課
題
に

向
き
合
い
、
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

福
祉
現
場
の
最
前
線
で
福
祉
サ
ー
ビ
ス

を
必
要
と
す
る
人
等
に
向
き
合
う
関
係
者

の
声
に
は
、
現
行
の
制
度
・
施
策
で
は
十

分
に
対
応
で
き
な
い
課
題
や
、
そ
の
課
題

を
解
決
す
る
た
め
に
取
り
組
む
べ
き
具
体

的
な
提
案
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
そ
う
し
た
福
祉
現
場
の
課

題
や
関
係
者
の
声
を
「
社
会
福
祉
制
度
・

施
策
に
関
す
る
課
題
把
握
調
査
」（
以
下
、

課
題
把
握
調
査
）
の
実
施
、
部
会
・
協
議

会
代
表
者
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
意
見
交

換
な
ど
を
と
お
し
て
把
握
。
そ
れ
ら
を
集

約
し
、
分
野
や
種
別
、
公
私
の
枠
組
み
を

越
え
て
関
係
者
で
共
有
す
る
こ
と
で
、
一

体
と
な
っ
て
目
指
す
べ
き
「
福
祉
社
会
」

を
共
に
考
え
、
実
現
し
て
い
く
た
め
に
政

策
提
言
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

活
動
に
あ
た
っ
て
は
、
社
会
福
祉
関
係

者
が
自
ら
汗
を
か
き
、
腰
を
据
え
て
取
り

組
ん
で
い
く
べ
き
福
祉
課
題
を
整
理
・
発

信
し
、
関
係
者
の
協
働
の
促
進
、
県
民
の

理
解
の
促
進
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
重
視
し

て
い
ま
す
。

課
題
把
握
調
査
や
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
通
し
て
見
え
た
福
祉
課
題

　

今
年
度
の
課
題
把
握
調
査
は
、
全
分

野
・
種
別
の
共
通
課
題
と
な
っ
て
い
る「
福

祉
人
材
の
確
保
・
養
成
・
定
着
」
と
、
我

が
事
・
丸
ご
と
の
地
域
づ
く
り
や
地
域
共

生
社
会
の
実
現
と
い
っ
た
国
の
福
祉
施
策

の
動
向
等
を
踏
ま
え
「
地
域
生
活
移
行
支

援
、
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
の
推
進
」

を
共
通
テ
ー
マ
に
位
置
付
け
、
実
施
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
課
題
把
握
調
査
や
部
会
・
協
議

会
代
表
者
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い
て
、

孤
立
や
貧
困
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
疲
弊

し
て
い
る
地
域
社
会
の
現
状
や
課
題
が
見

え
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
障
害
の
あ
る

人
と
そ
の
家
族
の
高
齢
化
な
ど
、
社
会
の

構
造
的
変
化
に
よ
っ
て
福
祉
ニ
ー
ズ
が
変

化
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
現
行
の
制

度
・
施
策
が
対
応
で
き
ず
、
ミ
ス
マ
ッ
チ

が
生
じ
て
い
る
現
状
が
明
ら
か
に
な
っ
て

き
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
こ
と
も
テ
ー

マ
に
加
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
提
言
集
で
は
第
Ⅰ
部
に
４
つ

の
全
体
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
経
緯
と
、
福

祉
制
度
・
施
策
が
社
会
福
祉
事
業
の
担
い

手
の
思
い
を
公
的
に
支
え
る
も
の
と
し
て

存
在
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
改
革
等
が
支
援
を

必
要
と
す
る
人
に
寄
り
添
う
方
向
で
進
ん

で
い
く
こ
と
へ
の
期
待
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

第
Ⅱ
部
で
は
、
各
テ
ー
マ
の
背
景
や
現

在
の
関
係
者
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い

公私協働による福祉課題の解決に向けて
－平成29年度社会福祉制度・施策に関する提言－

て
、
課
題
把
握
調
査
等
の
内
容
を
踏
ま
え

て
、
公
私
の
福
祉
関
係
者
が
協
働
で
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
た
め
の
具
体
的
な
内

容
を
提
言
項
目
に
ま
と
め
ま
し
た
。
第
Ⅲ

部
で
は
、
部
会
・
協
議
会
・
連
絡
会
等
か

ら
の
調
査
結
果
を
整
理
し
、
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　

本
紙
で
は
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
で
聞
か
れ

た
関
係
者
か
ら
の
声
を
一
部
紹
介
し
な
が

ら
、
公
私
の
福
祉
関
係
者
が
協
働
で
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
た
め
の
提
言
に
つ
い

て
、
テ
ー
マ
ご
と
に
そ
の
概
要
を
報
告
し

ま
す
。

平成29年度　社会福祉制度・施策に関する提言
【第Ⅰ部】全体テーマの設定
　Ⅰ 　 質の高い福祉サービスの実現に向けた提供基盤としての担

い手の確保・養成・定着
　Ⅱ　地域生活移行支援、支え合いの地域づくりの推進
　Ⅲ　 地域共生社会の実現に向けた行政と福祉関係者との役割分

担の再構築
　Ⅳ　福祉の制度・施策と現場のニーズとのミスマッチの解消
【第Ⅱ部】各テーマにおける提言項目等
【第Ⅲ部】部会・協議会・連絡会からの提言項目一覧
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Ⅰ　

質
の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

実
現
に
向
け
た
提
供
基
盤
と
し
て

の
担
い
手
の
確
保
・
養
成
・
定
着

▼
公
私
の
福
祉
関
係
者
が
協
働
で
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
た
め
の
提
言

　

福
祉
・
介
護
の
人
材
確
保
が
緊
急
課
題

と
な
っ
て
い
る
中
で
、
福
祉
・
介
護
の
人

材
と
し
て
中
高
年
齢
層
を
中
心
と
し
た
離

職
者
、
就
業
し
て
い
な
い
女
性
な
ど
、
就

業
を
期
待
で
き
る
方
々
へ
の
就
労
支
援
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
学
齢
期
な
ど
若

い
段
階
か
ら
、
さ
ら
に
は
児
童
生
徒
・
学

生
の
進
路
を
支
援
す
る
小
中
学
校
・
高
等

学
校
等
の
教
員
、
生
徒
の
保
護
者
な
ど
も

含
め
た
よ
り
多
く
の
人
に
福
祉
・
介
護
の

仕
事
や
そ
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
機

会
を
つ
く
る
こ
と
で
、
福
祉
・
介
護
分
野

へ
の
人
材
の
参
入
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
社
会
福
祉
法
人
等
の

求
人
者
は
施
策
を
活
用
し
な
が
ら
成
果
を

上
げ
て
い
く
だ
け
で
は
な
く
、
市
町
村
、

市
町
村
社
協
、
関
係
団
体
、
地
域
の
福
祉

関
係
者
・
教
育
機
関
等
と
連
携
の
も
と
、

福
祉
・
介
護
の
仕
事
の
魅
力
、
や
り
が
い
、

社
会
的
意
義
等
を
積
極
的
に
、
か
つ
効
果

的
に
発
信
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

に
よ
り
中
長
期
的
な
人
材
確
保
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

人
材
育
成
に
お
い
て
は
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
は
人
が
人
を
支
援
す
る
と
い
う
特
徴
が

あ
り
、
単
に
技
能
だ
け
で
な
く
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
倫
理
観
な
ど
も
求

で
生
活
を
送
り
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

く
た
め
に
は
、
そ
の
た
め
の
施
策
充
実
や

社
会
資
源
の
確
保
等
の
環
境
整
備
を
図
り

つ
つ
、
地
域
社
会
や
住
民
が
理
解
し
、
支

え
合
い
の
心
を
持
つ
こ
と
が
不
可
欠
で

す
。
ま
た
、
認
知
症
の
人
の
支
援
に
つ
い

て
も
、
認
知
症
へ
の
関
心
は
高
ま
り
を
見

せ
て
い
る
も
の
の
、
と
ら
え
方
は
未
だ
さ

ま
ざ
ま
で
あ
り
、
知
識
の
普
及
啓
発
も
十

分
と
は
言
え
な
い
状
況
で
す
。

　

福
祉
施
設
・
関
係
者
は
、
地
域
の
公
私

の
機
関
・
団
体
、
関
係
者
の
協
働
に
よ
り
、

住
民
へ
の
情
報
の
発
信
拠
点
や
相
談
窓
口

の
役
割
を
果
た
し
、
専
門
的
な
支
援
を
展

開
し
ま
す
。
そ
し
て
詐
欺
・
悪
質
商
法
、

虐
待
、
徘
徊
な
ど
の
リ
ス
ク
か
ら
利
用
者

を
守
り
、
安
心
し
て
生
活
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
障
害
の
あ
る
人
や
認
知
症
の
人

等
を
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
げ
た
後
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
切
れ
目
な
く
充
実
さ

せ
る
た
め
に
、
公
私
の
福
祉
関
係
者
は
司

法
、
雇
用
等
の
多
様
な
分
野
と
も
連
携
し
、

公
的
機
関
、
公
共
施
設
、
町
内
会
・
自
治

会
と
い
っ
た
地
域
の
社
会
資
源
と
の
架
け

橋
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
取
り
組
み
ま

す
。
と
り
わ
け
、
学
校
・
教
育
機
関
等
と

連
携
し
、
学
齢
期
等
の
早
期
に
お
け
る
福

祉
教
育
、
道
徳
教
育
の
充
実
に
よ
っ
て
障

害
の
あ
る
人
や
認
知
症
の
人
を
地
域
の
身

近
な
存
在
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う
、

取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

考
課
制
度
の
構
築
に
向
け
た
支
援
の
強

化
、
運
用
に
向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
す

る
体
制
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
特
に
小
規

模
の
施
設
な
ど
で
研
修
機
会
が
得
ら
れ
に

く
く
、
職
員
の
受
講
に
調
整
が
必
要
と
な

る
施
設
に
対
し
て
は
、
代
替
職
員
の
配
置

や
人
材
派
遣
に
か
か
る
体
制
づ
く
り
を
進

め
、
職
員
の
成
長
や
や
り
が
い
を
意
識
し

た
研
鑽
の
機
会
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
施
設
側
の
努
力
や
工
夫
に

加
え
て
、
そ
れ
を
公
的
に
支
援
す
る
制
度

施
策
の
充
実
に
向
け
た
公
私
の
協
議
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
支
援
、
福
利

厚
生
や
給
与
等
の
処
遇
改
善
な
ど
の
労
働

環
境
の
整
備
を
含
め
た
働
き
や
す
い
職
場

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

Ⅱ　

地
域
生
活
移
行
支
援
、
支

え
合
い
の
地
域
づ
く
り
の
推
進

▼
公
私
の
福
祉
関
係
者
が
協
働
で
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
た
め
の
提
言

　

本
県
で
は
、
平
成
28
年
７
月
に
障
害
者

施
設
に
お
い
て
殺
傷
事
件
が
起
き
ま
し

た
。
社
会
全
体
で
こ
の
事
件
を
乗
り
越
え
、

こ
の
よ
う
な
痛
ま
し
い
事
件
が
二
度
と
繰

り
返
さ
れ
な
い
よ
う
、「
と
も
に
生
き
る
社

会
か
な
が
わ
憲
章
」（
平
成
28
年
10
月
14
日

制
定
）
の
理
念
を
踏
ま
え
、
あ
ら
ゆ
る
立

場
の
人
が
人
権
擁
護
を
進
め
、
共
生
社
会

の
推
進
を
実
現
し
て
い
く
こ
と
を
掲
げ
て

い
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
人
が
そ
の
人
ら
し
く
地
域

め
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
職
員
が
将
来
に
向

け
て
ど
の
よ
う
な
経
験
を
積
ん
で
い
く
か
、

目
標
を
持
て
る
職
場
で
あ
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
の
た
め
、
多
様
な
職
種
に
対
応

で
き
る
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
の
整
備
や
、
人
事

▼ヒアリングで聞かれた主な声

Ⅰ 　質の高い福祉サービスの実現に向けた提供基盤としての担い手の確保・養成・定着
○ 処遇改善加算をはじめとした処遇や福利厚生等の議論は必要であることは確かだが、それ以前に
求人を出しても人が集まらないという状況がある。マンパワーが一定水準集まってからでないと
進まない話であり、福祉の仕事の意義、奥深さを県民に広く発信していくことがまず一番に取り
組むべきことではないか。
○ 生徒・学生はもちろん、教師や生徒・学生の親なども福祉・介護の仕事について正しい知識を持っ
ていない。就職にあたっての選択肢から抜け落ちてしまっている状況である。福祉の仕事の魅力
を伝え続けていくような取り組みを、施策任せではなく、自分たちで取り組もうとすることが必
要だと考える。  （政策提言委員会委員、部会・協議会・連絡会代表者）
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Ⅲ　

地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
た
行
政
と
福
祉
関
係
者
と

の
役
割
分
担
の
再
構
築

▼
公
私
の
福
祉
関
係
者
が
協
働
で
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
た
め
の
提
言

　

国
が
今
後
の
福
祉
施
策
の
方
針
と
し
て

示
し
て
い
る
「
我
が
事
・
丸
ご
と
の
地
域

共
生
社
会
づ
く
り
」
の
中
で
、
例
え
ば
保

育
所
で
児
童
の
通
園
の
際
の
保
護
者
や
、

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

利
用
者
の
送
迎
時
の
家
族
の
様
子
か
ら
、

問
題
を
抱
え
た
家
庭
の
早
期
発
見
・
連
絡

を
行
う
機
能
を
担
う
な
ど
、
社
会
福
祉
法

人
・
施
設
の
本
来
業
務
に
加
え
て
、
解
決

に
つ
な
が
り
う
る
課
題
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
課
題
に
対
し
て
、
と
り
わ
け
社

会
福
祉
事
業
を
行
う
社
会
福
祉
法
人
は
、

公
益
的
な
取
り
組
み
を
行
う
関
係
団
体
・

機
関
と
し
て
、
地
域
の
中
で
存
在
意
義
を

示
せ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
社
会
の
問
題
発
見
や
課
題

解
決
は
、
問
題
を
抱
え
る
当
事
者
や
家
族

に
と
っ
て
身
近
な
日
常
生
活
圏
域
を
基
盤

に
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
町
内
会
・
自

治
会
等
に
よ
る
活
動
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
一
方
で
、
地
域
社
会
の
二
面

性
、
脆
弱
性
や
、
種
別
ご
と
の
縦
割
り
な

ど
に
よ
っ
て
対
応
が
難
し
い
事
例
に
対
し

て
は
、
専
門
的
、
広
域
的
な
機
能
を
持
っ

た
二
次
的
、
三
次
的
な
支
援
体
制
の
充
実

も
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
社
会
福
祉

法
人
等
が
中
心
と
な
っ
て
、
日
常
生
活
圏

域
の
仕
組
み
を
機
能
さ
せ
る
と
と
も
に
、

適
正
な
関
係
性
、
距
離
感
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
解
決
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

Ⅳ　

福
祉
の
制
度
・
施
策
と
現

場
の
ニ
ー
ズ
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

の
解
消

▼
公
私
の
福
祉
関
係
者
が
協
働
で
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
た
め
の
提
言

　

時
代
の
変
化
と
と
も
に
、
利
用
者
の
福

祉
ニ
ー
ズ
に
は
新
た
な
要
素
が
加
わ
り
、

複
合
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
会
構
造

の
変
化
に
よ
り
、
障
害
の
あ
る
人
と
そ
の

家
族
の
高
齢
化
な
ど
、
社
会
福
祉
施
設
で

は
新
た
な
利
用
者
像
と
向
き
合
う
状
況
が

出
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
変
化
に
社
会
福
祉
関
係
者
が

支
援
を
し
よ
う
と
し
て
も
、
制
度
は
従
来

の
ま
ま
で
職
員
配
置
が
変
わ
っ
て
い
な
い

な
ど
、
制
度
・
施
策
が
追
い
付
い
て
い
な

い
こ
と
で
、
努
力
し
て
も
限
界
が
生
じ
る

状
況
が
あ
り
ま
す
。
婦
人
保
護
施
設
（
女

性
保
護
施
設
）
な
ど
で
は
、
制
度
上
で
定

め
ら
れ
た
施
設
機
能
が
利
用
者
像
と
か
け

離
れ
、
結
果
的
に
利
用
者
の
困
惑
に
も
つ

な
が
り
得
る
状
態
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
を
共
有
化
す
る
た
め
、
社

会
福
祉
法
人
・
施
設
は
現
場
で
生
じ
て
い
る

課
題
に
対
し
、
必
要
な
デ
ー
タ
の
収
集
、
整

理
を
行
い
ま
す
。
県
・
市
町
村
に
は
、
そ
れ

を
受
け
て
具
体
的
に
状
況
を
把
握
し
、国
に

制
度
改
善
を
要
望
す
る
等
、
政
治
的
、
施

策
的
な
対
応
を
働
き
掛
け
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
福
祉
現
場
が
直
面
す
る
共

通
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
福

祉
関
係
者
が
各
分
野
を
越
え
て
課
題
を
共

有
し
、
課
題
解
決
に
向
け
て
連
携
・
協
働

し
て
い
く
こ
と
や
、
福
祉
分
野
以
外
の
関

係
者
や
県
民
の
理
解
促
進
に
つ
な
が
る
よ

う
、
今
後
も
政
策
提
言
の
発
信
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
の
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

▼ヒアリングで聞かれた主な声
Ⅱ 　地域生活移行支援、支え合いの地域づ
くりの推進

○ 「ともに生きる社会かながわ憲章」が一部の自治会
に浸透していない。県・市町村、福祉関係者は連携
してさらに普及させていくべき。関係者が知ってい
るだけのものにしてはいけない。
○ 重度障害のある子の高齢の親に、自分の体力や財力
による自助努力を求めることを推し進める現行の仕
組みには限界があると思う。他の同様の事例を含め
て、社会で支える仕組みを考え、作っていくべき。
（政策提言委員会委員、部会・協議会・連絡会代表者）

▼ヒアリングで聞かれた主な声
Ⅲ 　地域共生社会の実現に向けた行政と福
祉関係者との役割分担の再構築

○ 孤立と貧困が同時に人々に押し寄せ、その歯止めがか
かっておらず、地域社会は疲弊している。専門機関の
支援が必要となる手前の人々の中には、人に助けられ
たくないと考える方が少なくない。昼夜ダブルワーク
のひとり親の子どもが、夜遅くまで一人で過ごす。そ
れを「自立している」とする支援観が成立している。
孤立しながら踏ん張っていることが良しとされている。
 （部会・協議会・連絡会代表者）

▼ヒアリングで聞かれた主な声
Ⅳ　福祉の制度・施策と現場のニーズとのミスマッチの解消
○ 母子生活支援施設では、特定妊婦などに人手が掛かると、既存の職員体制で施設
としての機能、役割がどこまで果たせるのか厳しさを感じる。
○ 新たな利用者像に対して施設の設備整備が追い付いていない現状は、医療分野や
救護施設、老人分野では養護老人ホームなどでも同じような問題が起きており、大
変苦労している。関係者が精いっぱい取り組んでもなお解決ができない、そういっ
たものを表出していくことは意義がある。時代とともに変わりゆく福祉ニーズに現
行施策が対応できていない、施設のハード的でも対応できていない。今の変化し
ている福祉ニーズの受け止めに対して福祉施策がずれたということが言える。
 （政策提言委員会委員、部会・協議会・連絡会代表者）
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民生委員児童委員民生委員児童委員ですですこ
ん に ちは

!

始まりました。「認知症を地域で支え合おう」という目
的のもとに平成25年９月に「土橋カフェ」がスタート
し、認知症の方やその家族、地域の誰もが気軽に立ち寄
る場となりました。会費100
円でドリップした珈琲や抹
茶・紅茶等お代わり自由、
「カフェ」という名の通り、
お茶を飲みながらゆっくり
過ごすことができます。常に医師や認知症ケアアドバイ
ザー、ケアマネジャー、弁護士などが普段着で参加して
おり、気軽に専門職に相談し、早期の診断・治療や介護
保険制度の利用につながっています。毎月第１水曜日の
午後は、平均100名前後の参加者で会場は溢れます。
　民生委員の関わりは、気になる方のカフェへの誘い出
し、お出迎え、お話し相手、見守り等で２時間半はあっ
と言う間、民生委員として充実した時間が流れます。
　川崎市の子どもから高齢者まですべての住民を対象と
した「地域包括ケアシステム」、自ら健康を保つ「自助」
の努力と、地域住民がお互いを支え合う「互助」につな
がる活動、居場所づくりにと楽しく活動しています。

　東名川崎インター出口に位置する土橋、けやき平、神
木を担当する宮前第４地区は、終戦直後わずか57戸の農
家が点在した地に、昭和40年代の田園都市線の開通によ
り急激に発展し、世帯数9,500、人口22,000の純住宅地に
発展しました。昭和50年代の人口急増に対応して新設さ
れた小中学校には、これらの子どもたちの放課後・休日
活動をサポートするため、子ども会を核に各種ボラン
ティア団体も加わった支援活動が活発になり、その中心
に多くの新住民が参加しました。地元住民と新住民の垣
根のない交流の源流がここにあり、現在の民生委員児童
委員活動にもつながっています。
　平成16年に町内会・自治会、地元保育園の協力を得て
始めた毎月１回、２カ所で開催する子育てサロン「すく
すく土橋」「すくすくけやき平」は、今年３月、新たに
「すこやか神木」をオープンしました。前半は保育士さ
んの手遊びや育児に関するお話、地元スイミングスクー
ルのインストラクターによるママを元気にするコンディ

ショニング等親子で遊
び、後半は「ママカフェ」
に変身し、幼児のお相手
は、保育経験者、退任委
員、地域のボランティア

等、会場は世代間交流の場となり会話が弾みます。
　平成23年11月、地域包括支援センター、町内会、地区
民児協、老人クラブ、地区社協等、地域のさまざまな関
係機関や専門家で構成された「土橋地域包括ケア連絡会
議」が発足し、地域での新しい福祉活動への取り組みが

地域住民への自助・互助の周知と
居場所づくりを目指して

老門　聰子（民生委員児童委員）
川崎市宮前区
宮前第４地区民生委員児童委員協議会

　認知症カフェの土橋カフェはテレビでも紹介され
るなど注目されており、新しく認知症カフェを立ち
上げる際の参考となることも多くあります。
　地域に住まう人と人をつなげ、誰もが住みやすい
地域を作る活動。素敵です…。
 （川崎市民生委員児童委員協議会）

民生委員制度は、平成29年で100周年を迎えます。左上のマークは、100周年シンボルマークです。

京浜警備保障株式会社

本　　社　　〒221-0045　横浜市神奈川区神奈川２－８－８ 第一川島ビル
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1528

岡 本 誠 一 郎代表取締役社長

一般家庭から大型ビルまで
最新のエレクトロ技術によ
り安心と安全を提供します。
防犯カメラや新型ＡＥＤも
取扱っております。

一般家庭から大型テレビまで最新
のエレクトロ技術により皆様の安
心と安全を提供致します。防犯カ
メラや新型【ＡＥＤ】も取扱って
おります。
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地
元
の
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
仕
組
み
づ
く
り
の
第
一
歩

― 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
２
０
１
７
ｉ
ｎ
横
須
賀
三
浦
開
催

　

多
様
な
事
業
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み

を
生
か
し
て
連
携
し
、地
域
や
社
会
の
課

題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
手
法
の
一
つ

と
し
て
認
知
度
が
高
ま
っ
て
い
る
、
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
事

業
。
そ
の
理
論
や
手
法
を
学
び
、
地
元
の

マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
と
す
る
た
め
に
、
９

月
11
日
、
県
と
（
特
非
）
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
ポ
ー
ト
の
主
催
に
よ
り

「
企
業
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
大
学
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
２
０
１
７
ｉ
ｎ
横
須
賀

三
浦
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
県
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
、
今
年
で
４
回
目
の
開
催
。
横
浜
、

相
模
原
、
県
央
で
も
開
催
さ
れ
て
お
り
、

誰
も
が
安
全
に
楽
し
め
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

カ
ヌ
ー
の
試
作
協
力
や
体
験
会
な
ど
、こ

れ
ま
で
に
39
件
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
現
し

て
い
ま
す
。
今
回
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に

も
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
活
動

に
関
心
の
あ
る
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、地

域
貢
献
活
動
や
産
学
連
携
に
取
り
組
む

大
学
の
ほ
か
、
自
治
会
・
町
内
会
、
商
店

街
、
社
会
福
祉
法
人
、
行
政
な
ど
多
彩

な
営
利
・
非
営
利
・
公
共
の
関
係
者
約

70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で

は
、（
一
社
）
Ｄ

Ｓ
Ｉ
Ａ
副
代
表

理
事
の
服
部
篤

子
さ
ん
が
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
醍
醐
味
を
紹

介
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
全
体
の
目

的
と
「
地
域
に
貢
献
し
た
い
」「
学
生
の

研
究
活
動
の
場
を
提
供
し
た
い
」
と
い
っ

た
利
害
関
係
者
の
目
的
が
共
存
し
、
対

等
な
関
係
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
に
便
益
が
も

た
ら
さ
れ
る
状
態
を
「
Ｗ
ｉ
ｎ 

Ｗ
ｉ
ｎ 

ｆ
ｏ
ｒ 

Ａ
ｌ
ｌ
」
と
表
し
、
そ
の
実
現

に
向
け
て
、既
存
事
業
へ
の
参
加
や
課
題

の
調
査
な
ど
、可
能
な
範
囲
で
行
動
を
起

こ
す
よ
う
参
加
者
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
服
部
さ
ん
は
「
Ｗ
ｉ
ｎ 
Ｗ
ｉ

ｎ 

ｆ
ｏ
ｒ 

Ａ
ｌ
ｌ
」
が
社
会
的
弱
者
を

包
括
し
て
い
る
考
え
で
あ
る
こ
と
も
説

明
。
一
方
的
に
支
援
を
受
け
る
だ
け
で
は

な
く
、
地
域
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
役

割
を
持
ち
、
対
等
な
関
係
を
築
く
こ
と

が
個
人
の
行
動
変
容
を
促
し
、そ
れ
が
地

域
や
社
会
の
課
題
解
決
に
つ
な
が
っ
て
い

く
と
訴
え
ま
し
た
。

　

続
け
て
行
わ
れ
た
マ
ッ
チ
ン
グ
事
例
発

表
で
は
、横
須
賀
三
浦
を
中
心
に
活
動
し

て
い
る
３
つ
の
事
例
を
紹
介
。
中
で
も
、

商
店
街
の
活
性
化
に
取
り
組
む
「
関
東

学
院
大
学
福
田
ゼ
ミ
と
横
須
賀
市
上
町

商
店
街
連
合
会
と
の
協
働
事
業
」
で
は
、

学
生
、
教
授
、
商
店
街
関
係
者
か
ら
紹

介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

活
動
に
参
加
し
て
い
る
学
生
は
、
季
節

の
行
事
や
広
報
の
企
画
な
ど
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
た
上
で
「
自
分
た
ち
の
活
動

が
少
し
ず
つ
形
に
な
っ
て
き
た
こ
と
が
実

感
で
き
る
。
授
業
だ
け
で
は
味
わ
え
な
い

体
験
」
と
活
動
を
回
想
。
同
大
学
経
営

学
部
教
授
の
福
田
敦
さ
ん
は「
商
店
街
の

人
た
ち
と
の
関
係
性
は
で
き
て
き
た
。
次

は
学
生
の
ア
イ
デ
ィ
ア
な
ど
を
も
と
に
取

り
組
み
の
内
容
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
つ
な
げ
る

仕
組
み
を
考
え
た
い
」
と
今
後
の
抱
負
を

語
り
ま
し
た
。上
町
商
店
街
連
合
会
の
島

田
徳
隆
さ
ん
も「
学
生
の
皆
さ
ん
の
頑
張

り
に
よ
っ
て
、
商
店
街
で
は
会
議
が
活
発

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
後
継
者
問

題
な
ど
が
今
後
の
課
題
」
と
話
す
な
ど
、

商
店
街
の
活
性
化
と
い
う
全
体
の
目
的

を
共
有
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
便

益
を
得
て
い
る
様
子
を
聞
き
、
参
加
者
は

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
参
加
者
同
士
で
マ
ッ
チ
ン
グ

の
可
能
性
を
探
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
、

メ
ン
バ
ー
を
変
え
な
が
ら
計
３
回
に
わ

た
っ
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
あ
る

グ
ル
ー
プ
で
は
、

商
店
街
の
空
き

店
舗
の
活
用
が

話
題
に
な
る
と

「
女
性
の
起
業

支
援
に
取
り
組

ん
で
お
り
興
味
が
あ
る
」「
活
動
の
拠
点

と
し
て
時
間
貸
し
な
ど
部
分
的
に
借
り

た
い
」「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
に
活
用

し
て
い
る
商
店
街
が
あ
る
」
と
多
数
の
反

応
が
あ
る
な
ど
、
こ
の
機
会
を
生
か
し
て

マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
現
し
よ
う
と
、
会
場
の

熱
気
は
最
高
潮
に
達
し
て
い
ま
し
た
。

　

毎
年
、
10
組
ほ
ど
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
実

現
す
る
こ
の
横
須
賀
三
浦
の
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
。
今
年
も
た
く
さ
ん
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の

実
現
が
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

基調講演を行う服部さん

ワークショップでは参加者全員が
真剣勝負

事例発表で商店街の活性化への取り組み
を紹介する福田さん（上）と島田さん（下）
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新
学
部
開
設
！
ヘ
ル
ス
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
東
海
大
学
へ
の
挑
戦

健
康
学
部
開
設
記
念
キ
ッ
ク
オ
フ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　

平
成
30
年
度
に
「
健
康
学
部
」
を
開

設
す
る
東
海
大
学
で
は
、新
学
部
の
周
知

と
幅
広
い
識
者
ら
と
健
康
学
の
在
り
方

を
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
「
健
康
学
部
開

設
記
念
キ
ッ
ク
オ
フ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

（
全
４
回
）
を
開
催
。
去
る
９
月
14
日
、

そ
の
第
３
回
目
が「
健
康
寿
命
は
世
代
間

交
流
が
創
る
―
超
高
齢
社
会
の
地
域
健

康
戦
略
」を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
に
は
３
人
が
登
壇
。東
京
都
健
康

長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー
研
究
所
研
究
部
長

の
藤
原
佳
典
さ
ん
は
「
シ
ニ
ア
読
み
聞
か

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
り
ぷ
り
ん
と
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
取
り
組
み
を
紹
介
。
高
齢

者
の
社
会
参
加
は
高
齢
者
、
他
世
代
、
地

域
の
三
方
に
効
果
的
で
あ
る
べ
き
と
し
、

そ
の
仕
組
み
づ
く
り
の
重
要
性
を
話
し
ま

し
た
。（
福
）
江
東
園
Ｔ
Ｑ
Ｍ
本
部
長
で

あ
り
日
本
世
代
間
交
流
協
会
会
長
の
杉

啓
以
子
さ
ん
は
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

と
保
育
所
の
「
幼
老
統
合
施
設
」
と
し
て

30
年
に
わ
た
り
取
り
組
む
世
代
間
交
流

を
、
動
画
と
と
も
に
紹
介
。（
株
）
荒
井

商
店
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
＆
メ
デ
ィ
ケ
ア
事
業

本
部
取
締
役
事
業
部
長
の
三
重
野
真
さ

ん
は
、地
域
拠
点
と
し
て
高
齢
者
住
宅
の

考
え
方
と
そ
の
実
践
か
ら
、地
域
共
生
社

会
実
現
に
向
け
、
高
齢
者
、
若
者
、
地
域

住
民
を
つ
な
ぎ
展
開
さ
せ
る
ギ
ア
と
し
て

の
東
海
大
学
へ
の
期
待
を
語
り
ま
し
た
。

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
同
大
学
芸

術
学
科
教
授
で
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
所

長
の
池
村
明
生
さ
ん
が
登
壇
さ
れ
、
世
代

間
交
流
活
性
化
に
向
け
た
大
学
の
関
わ

り
を
質
問
。
各
演
者
よ
り
、
高
齢
者
と
子

ど
も
を
つ
な
ぐ
年
齢
層
で
あ
る
学
生
や
教

員
の
参
加
へ
の
期
待
や
、
学
生
の
地
域
活

動
参
加
が
連
携
す
る
企
業
へ
の
就
職
に
つ

な
が
る
な
ど
、継
続
的
な
地
域
活
動
参
加

へ
の
仕
組
み
づ
く
り
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

か
ね
て
よ
り
地
域
連
携
と
大
学
の
開

放
を
柱
に
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
東
海

大
学
。
新
学
部
開
設
に
よ
り
、一
層
推
進

さ
れ
る
こ
と
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

2017年8月26日～9月25日

●川崎市「子ども・若者生活調査」結果公表
　川崎市が23歳以下の子ども・若者がい
る6,000世帯を無作為に抽出し実施した
調査で、国が相対的貧困の指標とする
「貧困線」を下回る世帯は全体の７％、ひ
とり親世帯では42.9％に上った。また、
低所得の家庭ほど親が不在で子どもだけ
で食事をする「孤食」が多い傾向にある
ことが分かった。

●大和市がタブレットで認知機能を検査
　大和市は2018年１月からタブレット端
末を利用した認知機能の検査を始める。
高齢者がタブレット端末で設問に答え、
国立長寿医療研究センターがデータを分
析。認知症などの疑いがあるときは市が
医療機関等の受診を促し、早期発見で医
療費等の抑制にもつなげるねらい。

●厚労省、地域力強化検討会の最終とりま
とめを公表
　12日、厚生労働省は「地域における住
民主体の課題解決力強化・相談支援体制
の在り方に関する検討会（地域力強化検
討会）」の最終取りまとめを公表。改正
社会福祉法第106条の３に基づく指針の
策定、地域福祉計画のガイドラインの改
定、さらには「我が事・丸ごと」の地域
づくりを進めていく、今後の政策検討に
おいて重要な柱となる。

●100歳以上の高齢者が過去最多を更新
　厚生労働省の調査で、全国の100歳以
上の高齢者は過去最多の67,824人に上る
ことが15日分かった。昨年よりも2,132
人多い。県内の100歳以上の高齢者は前
年度比160人増の3,737人で過去最多。

－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei.co. jp
URL  http://www.yasue-sekkei.c o.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください
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❖本県初の「ぴーす＆ピース」講演開催
　去る６月３日、寒川町の町民センターにて茅ヶ崎地
区自閉症児・者親の会主催の体験講座「知的障がいの
人ってどんな感じなの？」を開催しました。講師は兵
庫県たつの市を拠点に活動する「ぴーす＆ピース」。
当日は障害児・者の家族や福祉事業所職員の他、民生
委員児童委員、行政職員、社会福祉協議会職員、保育
士など、80人を超える方々が集まり、大盛況でした。

❖広げよう！地域の啓発につなげよう！
　「ぴーす＆ピース」は、平成26年４月に行った自治会
研修を皮切りに活動を開始。現在も月約３回のペース
で啓発を続けています。
　ペットボトルや軍手など身近な物を使っての知的障
害者疑似体験は分かりやすくて実践的。誰もが「うち
でもやってみよう！」と応用しやすい内容です。
　（福）茅ヶ崎市社会福祉協議会では、知的障害や自閉
症を理解するための福祉プログラムづくりを進めてい
ますが、早速このぴーす
＆ピースの講演内容を
取り入れた疑似体験に
ついて検討が行われ、複
数の親の会と協働して、
知的障害や自閉症の啓
発活動が始まりました。

◎ このコーナーでは、子育てや障害、認知症・介護当事者の目線から、普段の暮らしに役立つ「おすすめ」なものを紹介します。

　「ぴーす＆ピース」は、たつの市の手をつなぐ育成
会会員８人・行政職員12人・地域の人11人・社協職
員１人で構成されたチームです。平成24年に市内
で起こった悲しい事件をきっかけに人権教育の特
別事業に関わった、たつの市手をつなぐ育成会会長
の矢野一隆さんの「知的障がいをみんなに『楽しく』
理解してほしい」との思いから始まった活動です。

知的障がい者疑似体験チーム
「ぴーす＆ピース」！

❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ 

◆ぴーす＆ピース連絡先
　〒679－4129　兵庫県たつの市龍野町堂本139－８　
　Mail uuki67219@leto.eonet.ne.jp
◆ 『知的障害疑似体験』をしてみませんか？ぴーす＆ピース
がやってきます！！
　主催：川崎市育成会手をむすぶ親の会
　日時：11月24日（金）午前10時から正午まで
　会場： ユニオンビル会議室２階（川崎市中原区小杉町３丁

目264番地３）
　　　　☎070－6969－2641
　定員：100名（申し込み先着順）

❖活動にかける想いはどこから？
　ぴーす＆ピースの講演は楽しく、まるで関西の芸人
さんのお笑いを見ているような感覚で思わず引き込ま
れてしまう魅力があります。その中で講師の矢野さん
から「知的障がい者が地域で暮らすためには、少数の
専門家より大勢の半専門家が必要」「だから、法律があ
ることより、『近所のおばちゃん』が理解することが大
切」「『共生社会』とは、障がいのある人と障がいのな
い人が同じ楽しさを感じられる社会」「だから皆で共
に笑い合うことが大切！ぴーす＆ピースの講演も楽し
くないとダメ」と、障害のある娘さんを育てる中で得
たさまざまな気付きが語られました。
❖地域のネットワークを活かして
　さらにぴーす＆ピースの注目すべき点は、民間や行
政等、さまざまな立場の人が関わっていることです。
　目的に向かって共に活動することで生まれる柔軟な
気持ちが、たつの市の人たちの立場を越えた真の「協
働」につながっている、と感じました。

今月は ⇨ 神奈川県自閉症児・者親の会連合会
がお伝えします !

　1968年４月設立。県内11地区（横浜市・川崎市を除く）の自
閉症児・者親の会による連合会です。行政施策の研究・提言、
当事者・家族のためのミーティング運営、療育者等に向けた勉
強・セミナー運営等、自閉症児・者と家族の支援や、自閉症ス
ペクトラムの理解を進めるための活動を各市町村及び県に向
けて展開しています。

〈連絡先〉Mail info-kas@kas-yamabiko.jpn.org
　　　　 URL http://kas-yamabiko.jpn.org/

茅ヶ崎市社協福祉プログラム検討会

ぴーす＆ピース講演の様子
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福祉最前線
̶現場レポート̶

「回復」のメッセージを届けます！

　アルコール依存症は飲酒のコントロールを失い自分の
「命」より「酒」が大事になってしまう深刻な病です。再
びお酒をうまく飲めるようになる治癒はありませんが、
飲まなければ健康に生きられる「回復」があります。
　ＡＡ（アルコホーリクス・アノニマス）はアルコール依存
症の当事者が回復を目指して集い、まだ苦しんでいる人
たちの手助けをする自助グループです。ＡＡには同じ病
気だからこその「共感」があり、その中で病気を受け入
れ回復に向かうことができます。お酒を飲まずに幸せに
生きる回復のため、ミーティング（個人の体験を一人ひ
とりが話す）やスポンサーシップ（一対一のサポート）を
通して12のステップ・プログラムに取り組んでいます。
　ＡＡ横浜地区メッセージ委員会は「回復のメッセージ」
を届けるために活動しています。ＡＡメンバー個人の回
復にも役立ち、全て無償で行われます。
　具体的には病院や施設に出かけ、飲酒の問題を抱える
患者さんや利用者に回復の「体験談」をメッセージする
活動です。保健医療・福祉・関係機関、家族、一般の方々

◎ このコーナーでは県内各地の福祉関連の当
事者・職能団体等の方々から日ごろの取り
組みをご寄稿いただきます。

に向けてはＡＡを紹介する広報活動を行っています。
　精神科病院に入院中、ＡＡメンバーの体験を聞き、退
院後ＡＡでお酒をやめ、今度は自分が入院していた病院
に体験を話しに行くメンバーもいます。看護学校や大学
の授業で学生の皆さんにＡＡの説明や体験談を話して、
後日感想文をいただくこともあります。体験談では飲酒
の苦しみだけでなく、原家族の話、日々の感情や生きづ
らさの対処にお酒を使ってきたエピソード、どのように
回復してきたか等、一人ひとりの経験が話されます。
　広報先では私たちの飲んでいない元気な様子に驚かれ
ることも多いです。支援職者の方々においてはまだまだ
回復の姿に触れる機会は少なく、飲酒でひどい状態のア
ルコール依存症者のイメージが強いようです。
　そうした中でメンバー自身も関心を深め十分にメッ
セージを伝えていけるようロールプレイ等を通して学ぶ
場を設けたり、定期的に活動の報告や検討を行っています。
　今年も11月８日（水）に支援職者を対象とした「ＡＡ広報
フォーラム」を開催します。是非この機会にＡＡでお酒を
やめ幸せに生きられることを感じて、知っていただき、社
会資源としてのＡＡをご活用いただければ幸いです。

ＡＡ横浜地区メッセージ委員会
　ＡＡ横浜地区メッセージ委員会は、飲酒の問題に苦しんでいるアルコール
依存症者に「回復」のメッセージを届けるために活動しています。
　ＡＡ（アルコホーリクス・アノニマス）はアルコール依存症の当事者の自
助グループです。
〈連絡先〉ＡＡ関東甲信越セントラルオフィス
〒170－0005　東京都豊島区南大塚３－34－16　オータニビル３Ｆ
☎03－5957－3506　URL http://www.h2.dion.ne.jp/̃aa-kkse/
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メ
リ
ッ
ト
が
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
昨
年
５
月

に
施
行
さ
れ
た
「
成
年
後
見
制
度
利
用

促
進
法
」
で
は
、
必
要
な
人
が
本
制
度

を
利
用
で
き
る
よ
う
、
国
は
利
用
促
進

基
本
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
、
さ
ら
に

市
町
村
は
国
の
計
画
を
踏
ま
え
た
市
町

村
計
画
の
策
定
に
努
め
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
説
明
会
で
は
、
計
画
の
事
務

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
に
よ
る
不
正
防

止
効
果
に
つ
い
て
」、「
司
法
と
の
連
携
」

等
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

身
上
監
護
を
重
視
し
た
制
度
の
運
用

に
向
け
て
は
、
福
祉
関
係
者
や
後
見
人

が
チ
ー
ム
と
な
っ
て
本
人
を
見
守
る
こ

と
に
加
え
、
法
律
・
司
法
の
分
野
と
の

連
携
を
一
層
強
化
し
権
利
擁
護
の
仕
組

み
を
よ
り
実
効
性
の
あ
る
も
の
に
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

　

権
利
擁
護
推
進
部
で
は
、
今
後
も
国

や
計
画
等
の
動
き
に
つ
い
て
、
関
係
者

の
皆
様
方
に
情
報
発
信
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

 

（
権
利
擁
護
推
進
部
）

　

説
明
会
で
は
、
社
会
福
祉
士
と
し
て

専
門
職
後
見
人
の
立
場
か
ら
、
こ
の
計

画
を
も
と
に
、
日
頃
の
活
動
に
お
い
て

今
後
何
を
意
識
し
て
ど
の
よ
う
に
具
体

的
な
支
援
に
生
か
し
て
い
け
ば
良
い
か

考
え
る
こ
と
を
目
的
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

副
題
の
「
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
構
築
に
向
け
て
」
と
い
う
こ
と
か
ら
、

を
担
当
す
る
内
閣
府
と
、
今
後
事
務
を

引
き
継
ぐ
厚
生
労
働
省(

以
下
、
厚
労

省)

か
ら
担
当
官
を
招
き
、
利
用
者
の

権
利
擁
護
を
目
指
し
た
本
制
度
の
利
用

促
進
に
向
け
て
、
基
本
計
画
の
考
え
方

や
認
知
症
施
策
の
現
状
を
説
明
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
県
内
の
市
町
村
の

成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
関
わ
る
県

弁
護
士
会
の
内
嶋
順
一
弁
護
士
よ
り

「
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
期
待
」

に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
行
政
・
福
祉
関
係
者
に
加

え
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
法
人
後
見
関
係
者
、

成
年
後
見
に
関
わ
る
専
門
職
の
方
な
ど

２
６
０
名
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
、
参

加
者
か
ら
は
「
社
会
福
祉
法
人
が
行
う

法
人
後
見
の
方
向
性
」
や
「
地
域
連
携

内
閣
府
、
厚
労
省
に
よ
る
基
本
計
画
の

説
明
、
内
嶋
弁
護
士
の
講
義
に
お
い
て
、

地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
述
べ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
」
と
い
う
意

味
は
、
関
係
機
関
や
地
域
の
支
援
者
間

で
の
顔
の
見
え
る
関
係
、
つ
な
が
り
を

作
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
関

係
性
が
構
築
さ
れ
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
専
門
性
を
生
か
し
、
役
割
を
明
確
に

し
て
、
何
を
ど
の
よ
う
に
支
援
す
る
か

ま
で
の
具
体
性
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
関
係
機
関
を
中
心

に
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
重
要
で
す
が
、

内
嶋
弁
護
士
が
講
義
の
中
で
話
さ
れ
て

い
た
「
個
別
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

が
土
台
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
そ
れ
に
よ
っ
て「
社
会
性
」を
失
っ

て
し
ま
っ
た
方
に
対
し
て
地
域
や
家
族

と
の
つ
な
が
り
の
再
構
築
が
可
能
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

　

個
別
支
援
の
チ
ー
ム
、
協
議
体
な
ど

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
中
核
機
関
が
基
本

計
画
の
構
想
ど
お
り
に
正
し
く
機
能

し
、
そ
れ
を
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

利
用
者
が
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
で
き
る
制

度
と
な
り
、
結
果
的
に
不
正
防
止
に
も

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し

た
。

　

９
月
４
日
、
海
老
名
市
文
化
会
館
に

お
い
て
「
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基

本
計
画
説
明
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

わ
が
国
で
は
、
現
在
約
20
万
人
が
成

年
後
見
制
度
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、

認
知
症
高
齢
者
や
知
的
・
精
神
障
害
者

の
増
加
に
加
え
、
こ
れ
ら
の
方
々
へ
の

経
済
的
な
虐
待
や
消
費
者
被
害
等
が
増

え
て
い
る
状
況
か
ら
、
必
要
な
人
が
本

制
度
の
利
用
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
こ

と
や
、
本
人
や
関
係
者
に
制
度
利
用
の

地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
て

 

― 

成
年
後
見
利
用
促
進
基
本
計
画
説
明
会
を
開
催

よろず相談所「結」
小野田　潤さん

☟参加者の声

地域連携ネットワークのイメージ
協議会

医療・福祉関係団体

市町村

弁護士会・司法書士会
・社会福祉士会等

民生委員・自治会等
地域関係団体

地域包括支援
センター

都道府県
中核機関家庭裁判所

金融機関

直営又は委託

民間団体・ＮＰＯ等

ケアマネジャー

医療機関

本人
　　　（認知症高齢者）

後見人等

障害福祉
サービス
事業者

チーム

本人
（障害者）

相談支援専門員

介護
サービス
事業者 後見人等

医療機関

チーム

社会福祉協議会

連携・支援

内閣府「成年後見利用促進基本計画について」参照・本会作成
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ＡＡの活動や回復のプログラムの活用
について提案します。
◇ テーマ＝「アルコール依存症からの
回復～社会資源としてのＡＡの活
用」
◇ 日時＝11月8日（水）午後1時30分～
午後4時30分
◇ 会場＝横浜市開港記念会館
◇ 対象＝保健・医療、福祉、関係機
関の支援職者、関心のある方
◇ 内容＝①ＡＡの紹介②ＡＡモデルミー
ティング③小林桜児医師講演（県立
精神医療センター専門医療部長）④
ＡＡメンバーの回復の体験談
◇費用＝無料
◇申込方法＝直接会場に来場のこと
◇ 主催＝ＡＡ横浜地区メッセージ委員
会（広報活動実行委員会）
◇ 申込・問合先＝ＡＡ関東甲信越セン
トラルオフィス☎03－5957－3506

第3回よこはま地域福祉
フォーラム

◇ 日時＝12月8日（金）午前10時30分
～午後4時
◇ 会場＝①県立青少年センター②横
浜市健康福祉総合センター③横浜
市教育会館※③は午後のみの開催
◇ 内容＝【午前】全体会（基調講演）
阿部彩氏（首都大学東京都市教養
学部教授）【午後】分科会1～4　
◇定員＝1,000名
◇ 申込方法＝先着順。参加申込書を
記入の上11月17日（金）までにFAXか郵
送。 Mailの場合は、参加申込書に記
載された必要事項を本文に記入し送
信※申込書はホームページよりダウ
ンロード
◇ 申込・問合先＝（福）横浜市社会福
祉協議会企画部企画課
　 〒231－8482　横浜市中区桜木町1－1
横浜市健康福祉総合センター7階
　☎045－201－2090  FAX045－201－8385
　Mail  chiikifukushi-f@yokohamas
hakyo.jp

 　 URL http://www.yokohamashak
yo.jp/chiikifukushi-f/

役員会の動き

◇ 理事会＝9月20日（水）①正会員の入
会申込②平成29年県社協会長顕彰
候補者の審査③部会・連絡会規程
の一部を改正する規程（案）④資金
運用規程の一部を改正する規程
（案）⑤かながわ福祉サービス運営
適正化委員会の運営に関する規程
の一部を改正する規程（案）⑥福祉
サービス運営適正化委員会委員等
候補者選考委員会設置規程の一部
を改正する規程（案）⑦文書等管理
規程の一部を改正する規程（案）⑧
情報公開規程の制定⑨個人情報保
護規程の制定

新会員紹介

【施設部会】みどりの家、キディ湘南Ｃ
－Ｘ、愛歩保育園

本会事業のご案内

平成29年度
萬谷児童福祉基金入学支度金

　児童養護施設等に在籍または里親
に養育されている児童を対象に、入学
する際の支度金を支給します。
◇支給額＝1人30万円（返還義務なし）
◇ 対象＝県内児童養護施設等に在籍
または里親に養育されている児童
で、平成30年度に大学・短大・専
門学校に進学する9人（予定）

◇ 提出書類＝施設長または里親会か
らの所定の申請書、成績証明書、
課題作文（テーマ「私の夢」800字
以内）、推薦書
◇申請締切＝12月20日（水）
◇ 問合先＝地域福祉推進担当
　☎045－312－4813  FAX045－312－6307
　 URL http://www.knsyk.jp/tomosibi

会員・関係機関主催

ＡＡ（アルコホーリクス・
アノニマス）広報フォーラム

　アルコール依存症への理解を深め、

平成29年度
ロボット導入支援補助金

　生活支援ロボットの普及・促進のた
め、県では支援事業を実施しています。
◇ 支給額＝対象ロボット1台あたり導入
費用の3分の1（上限200万円）
◇ 対象＝県内に事務所・事業所を有す
る法人、またはその法人にロボットを
貸与するリース・レンタル事業者
◇ 申込方法＝県のホームページより様
式をダウンロードし郵送
◇ 募集締切＝平成30年1月31日（水）
まで

◇ 問合先＝県産業振興課さがみロボッ
ト産業特区グループ
　☎045－210－5652  FAX045－210－8871
　  URL http：//www.pref.kanagawa.
jp/cnt/p1046613.html

寄附金品ありがとうございました

【交通遺児援助基金】谷崎恵津子
【子ども福祉基金】谷崎恵津子
 （合計 4件1,010,200円）
【寄附物品】（株）横浜ＤｅＮＡベイス
ターズ、神奈川県石油業協同組合、
有志の会
 （いずれも順位不同、敬称略）

第16回かながわ高齢者福祉研究
大会　表彰式を開催しました！
研究発表・介護技術発表の各優秀
賞が決定し、９月４日に表彰式を
開催しました。詳細は大会ホーム
ページへ。

【問合先】本会社会福祉施設・団体担当
☎045－311－1424 FAX045－313－0737
 URL  http://www.kanagawafukus
hitaikai.jp/

かながわ　高齢　大会 検索
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去
る
８
月
26
日
、
高
校
で
福
祉
を
学

ぶ
生
徒
が
介
護
技
術
を
競
い
、
高
め
合

い
な
が
ら
交
流
を
深
め
る
こ
と
な
ど
を

目
的
に
「
第
１
回
関
東
地
区
高
校
生
介

護
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
」（
以
下
、
コ
ン
テ

ス
ト
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
全
国
福
祉
高
等

学
校
長
会
に
加
盟
す
る
関
東
地
区
の
４

県
６
校
が
各
県
の
代
表
と
し
て
集
結
。

本
県
か
ら
は
、
県
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
勝

ち
抜
い
た
県
立
津
久
井
高
等
学
校
と
市

立
川
崎
高
等
学
校
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

競
技
の
結
果
、
川
崎
高
等
学
校
は
優

秀
賞
、
津
久
井
高
等
学
校
は
優
良
賞
を

受
賞
。
全
国
大
会
へ
の
出
場
権
は
逃
し

ま
し
た
が
、
初
め
て
顔
を
合
わ
せ
た
関

東
地
区
の
仲
間
た
ち
と
交
流
を
深
め
、

互
い
の
技
術
を
高
め
合
う
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

「福祉タイムズ」は、赤い羽根共同募金の配分を受けて発行しています
【発行日】2017（平成29）年10月15日（毎月１回15日発行）　　【編集発行人】新井隆
【発行所】社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会　【印刷所】株式会社神奈川機関紙印刷所
〒221-0844　横浜市神奈川区沢渡４番地の２　☎045-311-1423　FAX 045-312-6302　Mail kikaku@knsyk.jp

ご意見・ご感想をお待ちしています！

かながわ
情報ほほっとっと

バックナンバーはHPから
検索 神奈川県社協

　

昨
年
度
ま
で
は
、
全
国
大
会
出
場
校

は
書
類
選
考
に
よ
り
決
定
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
津
久
井
高
等
学
校
の
呼
び
掛
け

に
よ
り
、
本
県
と
関
東
地
区
の
各
県
で

実
技
に
よ
る
選
考
を
初
め
て
実
現
し
ま

し
た
。
開
催
を
呼
び
掛
け
た
同
校
教

諭
・
福
祉
科
学
科
長
の
林
睦
さ
ん
は「
生

徒
同
士
が
学
び
合
い
、
交
流
で
き
る
場

を
作
り
た
か
っ
た
。
同
世
代
の
仲
間
の

前
で
発
表
し
た
こ
と
で
、
生
徒
は
自
信

が
つ
い
た
の
で
は
」
と
コ
ン
テ
ス
ト
を

振
り
返
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
施
設
に
入
所
す
る
右
上
下

肢
麻
痺
、
軽
度
の
認
知
症
の
あ
る
女
性

へ
の
介
護
を
課
題
に
、
７
分
間
の
競
技

と
２
分
間
の
ア
ピ
ー
ル
（
説
明
）
で
介

護
技
術
が
競
わ
れ
ま
し
た
。
出
場
し
た

同
校
福
祉
科
２
年
生
の
難
波
結
花
さ
ん

と
伊
藤
千
冬
さ
ん
、
田
中
公
樹
さ
ん
は

「
自
立
支
援
」
を
重
視
。
多
く
の
発
表

が
、
自
分
で
で
き
る
動
作
は
自
分
で
行

う
こ
と
を
促
す
声
掛
け
を
す
る
中
で
、

３
人
は
ほ
と
ん
ど
の
動
作
を
介
護
。
原

則
に
留
意
し
つ
つ
「
そ
の
範
囲
も
含
め

て
手
伝
う
こ
と
で
、
楽
し
み
に
し
て
い

た
お
孫
さ
ん
た
ち
と
の
面
会
に
体
力
を

温
存
し
て
ほ
し
い
」
と
考
え
、
他
の
発

表
に
は
な
い
切
り
口
で
、
３
人
が
自
立

を
多
角
的
に
分
析
し
た
こ
と
を
解
説
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

県
立
の
高
校
で
唯
一
、
介
護
福
祉
士

国
家
試
験
受
験
資
格
が
取
得
で
き
る
津

久
井
高
等
学
校
。
そ
の
中
で
学
ぶ
３
人

は
、
資
格
を
取
得
し
、
地
元
の
福
祉
現

場
で
働
き
た
い
と
将
来
の
目
標
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
林
さ
ん
は
そ
ん
な
生

徒
た
ち
を
、
実
習
な
ど
を
重
ね
な
が
ら

専
門
職
と
し
て
の
成
長
は
も
ち
ろ
ん
、

人
間
と
し
て
の
豊
か
さ
も
深
め
て
い
る

と
温
か
く
見
守
り
ま
す
。

　
「
そ
れ
を
同
じ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
か
ら

経
験
で
き
る
こ
と
が
高
校
か
ら
福
祉
・

介
護
を
学
ぶ
魅
力
の
一
つ
。
そ
の
た
め

の
環
境
や
機
会
を
引
き
続
き
提
供
し
て

い
き
た
い
」
と
コ
ン
テ
ス
ト
の
継
続
に

も
意
欲
を
見
せ
る
林
さ
ん
。
コ
ン
テ
ス

ト
の
経
験
を
糧
に
、か
な
が
わ
の
福
祉
・

介
護
の
将
来
を
担
う
若
者
の
さ
ら
な
る

成
長
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

地
元
の
福
祉
・
介
護
を
担
う
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
目
指
し
て

 

― 

第
１
回
関
東
地
区
高
校
生
介
護
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
開
催

コンテストでは「第16回かながわ高
齢者福祉研究大会」の介護技術発表
で優秀賞に選ばれた特別養護老人ホ
ーム陽だまりの職員による実演も行
われた

閉会式終了後の主催関係者や出場し
た生徒（写真提供：関東地区高校生
介護技術コンテスト実行委員会）

法テラス神奈川
☎050-3383-5360
〒231-0023
横浜市中区山下町2
産業貿易センタービル
10階

　法テラス川崎
☎050-3383-5366
〒210-0007
川崎市川崎区駅前本町
11-1
パシフィックマークス川崎
ビル10階

〒250-0012

法テラス小田原
☎050-3383-5370

小田原市本町1-4-7
朝日生命小田原ビル5階

借金・離婚・相続・労働問題・犯罪被害…

こんなとき、
まずは法テラスへ

法的トラブルは、適切な機関や専門

家に相談するのが解決への近道。

まずはお気軽に法テラスへお電話く

ださい。

内容に応じて、ご利用いただける法

制度や相談窓口をご案内します。 受付時間【共通】　平日９：００～１７：００
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